
　

実務経験：

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

実務経験

授業計画（シラバス）

科目名 電気基礎理論 指導担当者名 西内　俊介

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

時間数 126時間 6時間

学習到達目標 工業における数学の基礎および電気工学の基礎がわかる

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

数学の基礎および電気の基礎理論 分流器と倍率器、比と比例

授
業
計
画
　
前
期

数学の基礎および電気の基礎理論 電気が流れるしくみ、SI単位系

数学の基礎および電気の基礎理論 電圧、電流の基本的な性質、四則演算、最大公約数、最小公倍数

数学の基礎および電気の基礎理論 半導体と絶縁体、電気抵抗、有理数

数学の基礎および電気の基礎理論 オームの法則、合成抵抗、分数式の計算

数学の基礎および電気の基礎理論 ブリッジ回路、直並列回路の計算

数学の基礎および電気の基礎理論 キルヒホッフの法則、移項

数学の基礎および電気の基礎理論 コンデンサと合成静電容量、指数

数学の基礎および電気の基礎理論 直流過渡現象、有効数字と近似値

数学の基礎および電気の基礎理論 電力・電力量と熱量、文字式

数学の基礎および電気の基礎理論 電流の磁気作用、面積・体積

数学の基礎および電気の基礎理論 磁界と電磁誘導、誘導起電力、常用対数

数学の基礎および電気の基礎理論 交流回路の基礎、ベクトル

数学の基礎および電気の基礎理論 RLC直列回路、平方根と有理化

数学の基礎および電気の基礎理論 RLC並列回路、三角関数

数学の基礎および電気の基礎理論 力率の改善、百分率

数学の基礎および電気の基礎理論 三相交流のしくみ、最大の定理・最小の定理

数学の基礎および電気の基礎理論 三相交流の結線、複素数

数学の基礎および電気の基礎理論 三相交流の電力、弧度法

数学の基礎および電気の基礎理論 Y-Δ等価変換、微分積分

電気の基礎理論 三相交流回路の計算

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

授業計画（シラバス）

科目名 配電理論設計 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 26時間 3時間

学習到達目標 配電方式、配線、引込線の役割と特性がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

低圧屋内幹線の設計、分岐回路

低圧屋内配線設計 接地工事、漏電遮断器の施設

発電 水力発電、太陽光発電、風力発電の概要

発電 汽力発電の概要

授
業
計
画
　
前
期

低圧屋内配線設計 電圧の区分、低圧屋内電路の対地電圧の制限

低圧屋内配線設計 配電方式、電圧降下、電力損失

低圧屋内配線設計 絶縁電線の許容電流、電流減少係数

低圧屋内配線設計 屋内電路と過電流遮断器

低圧屋内配線設計

送電・配電・変電 送配電線の支持物、変電設備、負荷率・需要率・不等率・利用率

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

授業計画（シラバス）

科目名 配電理論設計 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 12時間 3時間

学習到達目標 配電方式、配線、引込線の役割と特性がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

授
業
計
画
　
後
期

電力系統 発電所の効率、変電所の機能

電力系統 送電線路の支持物、送電線路の電力損失、線路定数

電力系統 送電線路の接地方式、電力系統の保護リレーシステム

配線設計 変圧器の並行運転、変圧器の結線

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験：

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

授業計画（シラバス）

科目名 電気機器材料 指導担当者名 西内　俊介

実務経験

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 99時間 6時間

学習到達目標 電気工事で使用する機器・器具・機械・工具等の名称・用途がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

屋内配線工事に使用する工具

電気機器及び配線器具の構造及び性能 光源の種類と特徴、照度計算

電気機器及び配線器具の構造及び性能 蛍光灯、電熱減の種類と特徴

電気機器及び配線器具の構造及び性能 三相誘導電動機の構造、始動方法、回転方法の変更

授
業
計
画
　
前
期

電気機器及び配線器具の構造及び性能 絶縁電線、ケーブル、キャブタイヤケーブル、コード

電気機器及び配線器具の構造及び性能 スイッチ、コンセント

電気機器及び配線器具の構造及び性能 配線用遮断器とヒューズ、漏電遮断器

電気機器及び配線器具の構造及び性能 電線管、線ぴ、ダクト

電気機器及び配線器具の構造及び性能

電気機器及び配線器具の構造及び性能 蓄電池と浮動充電方式、整流回路

電気機器及び配線器具の構造及び性能 変圧器

電気機器及び配線器具の構造及び性能 単相変圧器のV結線

電気機器及び配線器具の構造及び性能 電動機の所要出力、同期発電機と同期電動機

電気機器及び配線器具の構造及び性能 三相回路の開閉器、進相コンデンサ

電気機器及び配線器具の構造及び性能 リレー、防爆型機器、小勢力回路の機器

電気機器及び配線器具の構造及び性能 変圧器の損失と最大効率

電気機器及び配線器具の構造及び性能 三相短絡電流と遮断容量

電気機器及び配線器具の構造及び性能 過電流遮断器と保護協調、絶縁材料

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験：

週時間数

学期 ターム

1

2

3

実務経験

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業計画（シラバス）

科目名 電気機器材料 指導担当者名 西内　俊介

学習到達目標 電気工事で使用する機器・器具・機械・工具等の名称・用途がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

時間数 14時間 3時間

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

授
業
計
画
　
後
期

電気機器及び配線器具の構造及び性能 汽力発電所の設備

電気機器及び配線器具の構造及び性能 水力発電所の設備

電気機器及び配線器具の構造及び性能 太陽光発電設備の機器

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

授業計画（シラバス）

科目名 電気工事施工 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 57時間 6時間

学習到達目標 各種配線器具や材料の施工方法と基準がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

金属管工事、金属可とう電線管工事

配線工事の方法 金属線ぴ工事、金属ダクト工事、バスダクト工事

配線工事の方法 平形保護層工事、ライティングダクト工事、ショウウインドウ内工事

配線工事の方法 フロア床面の配線工事、小勢力回路、ケーブル延線工事

授
業
計
画
　
前
期

配線工事の方法 施工場所と工事の種類、電線接続の要件、ケーブル工事、弱電流電線との近接

配線工事の方法 支持点間の距離、接地工事、接触防護措置

配線工事の方法 がいし引き工事、屋側電線路の施工

配線工事の方法 合成樹脂管工事

配線工事の方法

配線工事の方法 臨時配線、特殊場所の工事

配線工事の方法 引込工事、地中電線路の施工方法

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業計画（シラバス）

科目名 電気工事施工 指導担当者名 西内　俊介

学習到達目標 各種配線器具や材料の施工方法と基準がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

時間数 33時間 6時間

建込配管工事

配線工事の方法 分電盤・配電盤の施工

配線工事の方法 太陽光発電設備の施工

配線工事の方法 動力設備の施工

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

授
業
計
画
　
後
期

配線工事の方法 ケーブルラック工事

配線工事の方法 埋設配管工事

配線工事の方法

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

授業計画（シラバス）

科目名 電気工作物検査 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義： 演習： 実習：○ 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 16時間 3時間

学習到達目標 各種測定器を正しく使用し、目的の測定値を得て結果の良否を判断できる。

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

電力計を用いた電力測定

検査方法 自主検査、竣工検査、絶縁耐力試験

授
業
計
画
　
前
期

測定器の使用法 電気回路や電気機器の点検、検査の方法

測定器の使用法 抵抗・電圧・電流の測定、検電器、検相器の使用法

測定器の使用法 接地抵抗の測定

測定器の使用法 絶縁抵抗測定の方法と基準、漏れ電流の測定

測定器の使用法

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

授業計画（シラバス）

科目名 電気工作物検査 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義： 演習： 実習：○ 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 8時間 3時間

学習到達目標 各種測定器を正しく使用し、目的の測定値を得て結果の良否を判断できる。

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施

授
業
計
画
　
後
期

検査 自主検査の手順、不具合の事例

検査 不具合を想定した回路の検査と修正



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

授業計画（シラバス）

科目名 配線図 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義： 演習： 実習：○ 実技：

使用教材 テキスト「電気設備の設計施工実務早わかり」「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 54時間 3時間

学習到達目標 配線図に使用される図記号を正しく読み取り、意味を理解できる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

空調設備、弱電設備等の図記号

電灯コンセント回路図 コンセント回路、電灯回路

電灯コンセント回路図 複数の照明器具を点灯させる回路

電灯コンセント回路図 ３路スイッチ・４路スイッチを用いた回路

授
業
計
画
　
前
期

配線図の表示事項及び表示方法 配線図の見方と役割、電線の種類と数や太さの表し方

配線図の表示事項及び表示方法 配線の一般図記号、略号、電線管の表し方

配線図の表示事項及び表示方法 電灯コンセントの図記号

配線図の表示事項及び表示方法 引込口、分電盤の図記号

配線図の表示事項及び表示方法

電動機制御回路 電動機制御回路の図記号

電動機制御回路 単線図、ラダー図、電磁接触器や押しボタンの内部結線

電動機制御回路 自己保持回路

電灯コンセント回路図 送り接続

電灯コンセント回路図 単相２００Vの回路、三相交流回路

電灯コンセント回路図 リモコン回路

電動機制御回路 運転状態や異常を知らせる機器を含む回路

電動機制御回路 じか入れ始動回路

電動機制御回路 正転逆転運転回路

電動機制御回路 Y-Δ始動回路

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業計画（シラバス）

科目名 配線図 指導担当者名 西内　俊介

学習到達目標 配線図に使用される図記号を正しく読み取り、意味を理解できる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

使用教材 テキスト「電気設備の設計施工実務早わかり」「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業方法 講義： 演習： 実習：○ 実技：

時間数 11時間 3時間

自動火災報知設備の図記号と設備図、系統図

弱電流設備の図記号・設備図・系統図 自動火災報知設備の図記号と設備図、系統図

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

授
業
計
画
　
後
期

弱電流設備の図記号・設備図・系統図 テレビ共同受信設備の図記号と設備図、系統図

弱電流設備の図記号・設備図・系統図 電話設備の図記号と設備図、系統図

弱電流設備の図記号・設備図・系統図

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

授業計画（シラバス）

科目名 法令 指導担当者名 西内　俊介

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 15時間 3時間

学習到達目標 電気に関する各種法令の目的と電気設備技術基準がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

内線規程、電気設備の技術基準とその解釈

授
業
計
画
　
前
期

電気事業法 電気工作物、電圧の種別

電気工事士法 目的、電気工事士免状の種類と作業範囲、電気工事士の義務

電気工事業法
目的、電気工事業者の登録と有効期限、電気工事業者の義務、備付器具、標
識、帳簿

電気用品安全法 目的、電気用品の種類

電気関係法令

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

実務経験 電気工事会社にて電気工事に２年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業計画（シラバス）

科目名 法令 指導担当者名 西内　俊介

学習到達目標 電気に関する各種法令の目的と電気設備技術基準がわかる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

使用教材 テキスト「第一種電気工事士筆記試験すいーっと合格」

授業方法 講義：〇 演習： 実習： 実技：

時間数 50時間 3時間

内線規程、電気設備の技術基準とその解釈

JIS規格 コンセントの極配置

JIS規格 照明用語、推奨照度、照度計算、光源色

JIS規格 雷保護システム

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

授
業
計
画
　
後
期

電気関係法令 内線規程、電気設備の技術基準とその解釈

電気関係法令 内線規程、電気設備の技術基準とその解釈

電気関係法令

労働安全衛生法 漏電による感電防止、１８歳未満の者に就かせてはならない業務

労働安全衛生法 安全衛生教育、特別教育、安全管理者、労働者の健康管理、事故報告

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 廃棄物の処理、産業廃棄物

日本電機工業会規格 盤の表示灯・押しボタンの色

有線電気通信法 架空電線の高さ、強電流電線との離隔

電気事業法 電気主任技術者

消防法 感知器受信機・発信器・音響装置・表示灯の設置基準、設置届、誘導灯

建築基準法 非常用の照明装置、建築設備

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施

エネルギー使用の合理化等に関する法律 特定エネルギー消費機器、トップランナー制度

建設業法 建設業の種類、建設業の許可、電気工事業の営業許可

消防法 消防用設備等の区分、消防設備士でなければ行ってはならない工事



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

授業計画（シラバス）

科目名 電気工事実習 指導担当者名 鈴木　透

実務経験 電気工事会社にて電気工事に１０年間従事

開講時期 前期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業方法 講義： 演習： 実習：〇 実技：

使用教材 テキスト「百万人の電気工事」

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

時間数 216時間 18時間

学習到達目標 電気設備技術基準に則った各種電気工事ができる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

曲げ・切断・切削工具の使用法、合成樹脂管工事

電線の接続 金属管工事

配線工事 コード及びキャブタイヤケーブルの施工、引込工事、引込口配線

配線工事 圧着器具と圧着端子による端末処理、金属ダクト工事、接地工事

授
業
計
画
　
前
期

基本工具の使用法 切断工具、締め付け工具の用途と使用法、電線の取扱い

電線の接続
巻きつけ接続、接続管・接続器具を用いた接続、終端接続、延長接続、分岐接
続

電線の接続 接続箇所の絶縁処理と保護、がいし引き工事、ケーブル工事

電線の接続 金属線ぴ工事、ライティングダクト工事

電線の接続

配線工事 スターデルタ始動回路の配線工事

配線工事 電動機制御回路の配線工事

配線工事 電動機の運転・停止回路の配線工事

配線工事 正転・逆転制御回路の配線工事

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施



　

実務経験： 有

週時間数

学期 ターム

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

実務経験 電気工事会社にて電気工事に１０年間従事

開講時期 後期 対象学科学年 電気工事士専攻科1年

授業計画（シラバス）

科目名 電気工事実習 指導担当者名 鈴木　透

学習到達目標 電気設備技術基準に則った各種電気工事ができる

評価方法
評価基準

・出席　・授業態度
・確認テストの成績
・提出課題　・期末試験　等の成績評価を100点満点で点数化して総合評価する

使用教材 テキスト「百万人の電気工事」

授業方法 講義： 演習： 実習：〇 実技：

時間数 507時間 24時間

第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

授業外学習
の方法

テキストの該当範囲を事前に読んでおくこと

項 目 内容・準備資料等

授
業
計
画
　
後
期

配線工事
フロア床面の配線工事、平型保護層工事、第一種電気工事士技能試験課題練
習

配線工事 特殊場所の工事、小勢力回路、第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

一般用電気工作物の故障箇所の修理 故障探求と修理

履修上の留意点
出席率が８０％に満たない場合は、期末試験の受験資格を与えない
対面授業が困難な場合は遠隔授業も併用実施

配線工事 第一種電気工事士技能試験課題練習

配線工事 空調機器の施工、スラブ配管の施工

配線工事 屋外灯の施工と防水処置


